クリンクル推進員　アンケート調査票
　今後の参考にさせていただきますので、下記の質問にお答えください。

１．クリンクル推進員の活動について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）クリンクル推進員の任期（10カ月）の長さはどのように感じましたか。
	１．短い　　２．ちょうどよい　　３．長い



（２）短いまたは長いと答えた方で、任期はどのくらいが適当だと思いますか。
	




（３）クリンクル推進員の活動内容について、○をつけてください。
	１．活動内容が少ない　　２．ちょうどよい　　３．活動内容が多い



（４）クリンクル推進員として１年間活動した内容や感想を、自由にご記入ください。
　　　（他に活動記録等がございましたら、返信用封筒に同封してください。）
	






２．クリンクル推進員委嘱式及び説明会の開催方法について　　　　　　　　　　　　　
（１）今年度は参加される皆様のご負担を鑑み、書面での開催とさせていただきました。
　　　次年度の開催方法について、希望される方法に○をつけてください。
	１．対面開催がよい　　２．書面開催がよい　　３．どちらでもよい



（２）クリンクル推進員委嘱式及び説明会の開催方法について、ご意見・ご要望がありましたらご記入ください。
	




３．松戸市のごみ処理に関して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）外国人のごみ捨てに関してお困りのことがございましたらご記入ください。
	





（２）松戸市のごみ処理に関するご意見・ご要望・ご質問がございましたらご記入ください。
	





５．クリンクル推進員制度の今後について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）市内には町会・自治会が約350団体ございますが、クリンクル推進員の定員は63名です。千葉市では約1,000名、船橋市では約600名となっていますが、松戸市のクリンクル推進員制度の定員について、ご意見をお聞かせください。
	１．人数を増やしたほうがよい　　２．人数を増やす必要はない
（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



（２）松戸市、千葉市では推進員に月1,000円の報償費をお支払いしており、松戸市では63万円の予算を計上しています。一方で、船橋市のように無償のボランティア制度としている市もございます。今後の松戸市の報償費についてご意見をお聞かせください。
	１．今よりも報償費を増やしたほうがよい　２．今のままでよい
３．今よりも報償費を下げてよい　４．無償のボランティアにしたほうがよい
（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



６．有害ごみ袋について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）リチウムイオン電池が原因で全国のごみ収集車やごみ処理施設で火災が大量発生しているのをご存じですか。
	１．はい　　　　２．いいえ



（２）現在松戸市で無料配布している有害ごみ袋を使用したことはありますか。
	１．ある　　　　２．ない　　　　３．有害ごみ袋を知らない



（３）有害ごみ袋についてご存じの方はどこで知りましたか。
（複数回答）
	１．広報紙　　　　 ２．パートナー講座（出前講座） 
３．町会掲示板　　 ４．町内回覧用リーフレット等の発行（町内回覧）
５．インターネット（市のホームページ、SNS等）
６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



６．市から市民のみなさんへのお知らせ・情報提供の方法について　　　　　　　　　　
（１）市からの情報等を周知する方法として、効果的だと思うものはどれですか。
（複数回答）
	１．広報紙　　　　 ２．パートナー講座（出前講座） 
３．町会掲示板　　 ４．町内回覧用リーフレット等の発行（町内回覧）
５．インターネット（市のホームページ、SNS等）
６．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



ご協力いただき、誠にありがとうございました。
